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並木 信明 教授 履歴・業績
履 歴
１９４８年１月１日 東京都 現・国分寺市生まれ
［学歴］
１９６６年３月 私立啓明学園高等学校 卒業
１９６７年４月 北海道大学理類 入学
１９７０年３月 同大学 退学
１９７０年４月 立教大学文学部英米文学科３年 編入
１９７２年３月 同大学 卒業
１９７３年４月 同大学大学院文学研究科英米文学専攻博士課程前期 入学
１９７６年３月 同大学院博士課程前期 修了
１９７６年４月 同大学院文学研究科英米文学専攻博士課程後期 入学
１９７９年３月 同大学院博士課程後期３年 中退
［職歴］
１９７９年４月 秋田大学教育学部助手
１９８０年４月 同大学教育学部講師
１９８４年４月 同大学教育学部助教授
１９９１年４月 山梨大学教育学部助教授（～１９９８年３月）
１９９２年１月 ACLSにより North Carolina大学 Chapel Hill校にて研究（～１９９３
年１月）
１９９８年４月 専修大学文学部英米文学科教授，現在に至る
vii
業 績
［著書］
『アメリカの対抗文化』日本マラマッド協会編，大阪教育図書，１９９５年
『アメリカ短編小説を読み直す』日本マラマッド協会編，北星堂書店，１９９６年
『ユダヤ系アメリカ短篇の時空』日本マラマッド協会編，北星堂書店，１９９７年
『文学と批評のポリティクス―アメリカを読む思想』後藤昭次編著，大阪教育図
書，１９９７
『文学的アメリカの闘い／多文化主義のポリティクス』原川恭一・並木信明編著，
松柏社，２０００年
『フォークナー事典』日本ウィリアム・フォークナー協会編，編集委員及び分担
執筆，松柏社，２００８年１月
［研究論文］
「詩人と小説家のはざまで―フォークナーに於ける『生の思想』」『英米文学』第
３７号，立教大学文学部英米文学科，１９７７年３月
「『エミリーへの薔薇』における＜町の人々の語り＞の問題」『アメリカ文学』第
３３号，日本アメリカ文学会東京支部，１９７７年５月
「『響きと怒り』の物語－キャディと木の上の少女の心象について」『杉野女子大
学紀要』第１５号，杉野女子大学，１９７８年１２月
「Grecian Urnと Incestuous Love-Faulkner文学誕生に関する一考察」『英米文学』
第３９号，立教大学文学部英米文学科，１９７９年３月
「人は皆ユダヤ的か－Bernard Malamudの The Assistant について」『秋田大学教
育学部研究紀要』第３０集，秋田大学教育学部，１９８０年３月
「『八月の光』の時間と時制―フォークナーの『語りの技法』に到る道」『秋田大
学教育学部研究紀要』第３４集，秋田大学教育学部，１９８４年３月
「アディと血と大地の関係―『響きと怒り』から『死の床に横たわりて』へ」『ア
メリカ文学』第４３号，日本アメリカ文学会東京支部，１９８４年４月
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「フォークナーと『語りの技法』―心にわだかまりを抱えた人物をめぐって」『秋
田大学総合科目研究紀要「生と死」特集号』，秋田大学教育学部，１９８５年３月
「ニック・アダムズの受けた衝撃―ヘミングウェイの『インディアン部落』につ
いて」『英米文学』第４７号，立教大学文学部英米文学科，１９８７年３月
「トマス・サペントとジェイ・ギャツビー―夢に憑かれた男たち」『英語青年』第
１３４巻第３号，研究社，１９８８年６月
「『アブロサム，アブロサム！』のミス・ローザ・コールドフィールドについて」
『アメリカ文学研究』第２５号，日本アメリカ文学会，１９８９年２月
「小説家の良心について―Hemingwayと Robert Cohnの隠れた関係」『東北アメ
リカ文学研究』第１２号，日本アメリカ文学会東北支部，１９８９年３月
「フォークナーと堕落の愛―『八月の光』における愛の意味と役割」『秋田英語英
文学』第３１号，秋田英語英文学会，１９８９年１１月
“Hemingway’s ‘Hills Like White Elephants’ : A Triangle of Journey, Life and
Love”『秋田経済法科大学経済学部紀要』第１２号，秋田経済法科大学経済学
部，１９９０年３月
“The Picture as the Source of a Story : ‘Death in the Woods’ and Absalom, Ab-
salom! ”『英米文学』第５０号，立教大学文学部英米文学科，１９９０年３月
“Hemingway’s Personal Drama in The Fifth Column”『秋田大学教育学部紀要』第
４２集，秋田大学教育学部，１９９１年２月
“What Is Truth for the Writer : Hemingway’s Spanish Civil War Stories”『秋田経
済法科大学経済学部紀要』第１４号，秋田経済法科大学経済学部，１９９１年３月
「《Kitchenの世界》からの脱出―Carson McCullersの The Member of the Wedding
について」『山梨大学教育学部研究報告』第４２号，山梨大学教育学部，１９９１年
２月
ウェルテイ作『緑のカーテン』を読む―カーテンという境界の差異化の問題」『英
語青年』第１３９巻第１１号，研究社，１９９４年２月
「テクストの発見あるいは探究―The Sound and the Fury における絵とテクスト
の関係」『アメリカ文学研究』第３２号，日本アメリカ文学会，１９９５年２月
「“A Rose for Emily” の２枚の活人画―Faulknerにおけるイメージとテクスト」
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『英米文学』第５７号，立教大学文学部英米文学科，１９９７年５月
「フォークナーという現象を考える」『英語青年』第１４３巻第８号，研究社，１９９７
年１１月
「創り出された名声―アメリカ文学とフォークナーを考える」『英米文学』第５８号，
立教大学文学部英米文学科，１９９８年３月
「失われたエートスを求めて―『アラバマ物語』と『夜の大捜査線』」，日本マラ
マッド協会編『映像文学に見るアメリカ』紀伊國屋書店，１９９８年４月
「『アブサロム，アブサロム！』の語りと行為の空間学」，原川恭一編『アメリカ
文学の冒険―空間の想像力』彩流社，１９９８年３月
「外国文学の講義におけるビデオ利用について」『専修大学人文論集』第７０号，専
修大学学会，２００２年３月
“That Evening Sun” における Quentinという無垢の語り手のまなざし」『専修大
学人文論集』第７１号，専修大学学会，２００２年１０月
「『キリスト教文化論』を教える」『専修大学外国語教育論集』第３２号，専修大学
LL研究室，２００４年３月
「フォークナーと南部文学」『フォークナー』第７号，日本フォークナー協会，２００５
年４月
「ゴシック文化論序説―ゴシック・ロマンスとゴシック・リヴァイヴァル」『専修
人文論集』第８０号，専修大学学会，２００７年３月
「遠藤周作・キリスト教・切支丹：『沈黙』に関する一考察」『専修大学人文科学
研究所月報』２４３号（平戸・天草総合研究特集号）（３７―５８），２０１０年２月
「Poeの “The Bargain Lost” と “Bon-Bon”」『専修大学人文科学年報』第４２号，専
修大学，２０１２年３月
「ポーのグロテスク―『エピマネス／四獣一体』と旧約『エゼキエル書』の関係」
『専修人文論集』第９２号，専修大学学会，２０１３年３月
「Faulknerの “New Orleans”：新たな可能性を切り開いた散文詩」『専修人文論集』
第９５号，専修大学学会，２０１４年１１月
「Faulknerの New Orleans Sketches：人生の有為転変と移民という異分子」『専
修人文論集』第９６号，専修大学学会，２０１５年３月
x
「J.K. ローリング作『ハリー・ポッターと賢者の石』を読み直す」『専修人文論集』
第９７号，専修大学学会，２０１５年１１月
「フォークナーの Sanctuaryと The Sound and the Furyの序文について」『専修
人文論集』第９９号，専修大学学会，２０１６年１１月
「Faulknerの “New Orleans”：新たな可能性を切り開いた散文詩」『専修人文論集』
第９５号，専修大学学会，２０１４年１１月
「Faulknerの New Orleans Sketches：人生の有為転変と移民という異分子」『専修
人文論集』第９６号，専修大学学会，２０１５年３月
「J.K. ローリング作『ハリー・ポッターと賢者の石』を読み直す」『専修人文論集』
第９７号，専修大学学会，２０１５年１１月
「フォークナーの Sanctuary と The Sound and the Fury の序文について」『専修人
文論集』第９９号，専修大学学会，２０１６年１１月
［研究発表］
「『響きと怒り』１章におけるフォークナー文学の原型」日本アメリカ文学会 第
１３回全国大会，１９７４年１０月
「詩人としてのフォークナー―初期の詩から小説へのアプローチ」日本アメリカ
文学会 第１５回全国大会，１９７６年１０月
「Faulknerにおける Incestunous Love」日本アメリカ文学会 東京支部５月例
会，１９７８年５月
「Go Down, Mosesにみる自然と人間の関係（シンポジウム『アメリカ文学と自
然』）」東北英文学会 第３５回大会，１９８０年１０月
「記憶と幽閉のイメージ―Joe Christmasの場合」日本英文学会 第５６回大会，１９８４
年５月
「フォークナーと自然（シンポジウム『アメリカにおける Wildernessの諸相』）
日本アメリカ文学会 第２５回大会，１９８６年１０月
「トマス・サペントとジェイ・ギャツビー―夢に憑かれた男達」東北英文学会
第４２回大会，１９８７年１１月
「『日はまた昇る』再考―Robert Cohnと作者の関係」東北英文学会 第４３回大
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会，１９９４年１０月
「テクストの発見あるいは探究―The Sound and the Fury における絵とテクスト
の関係」日本アメリカ文学会 第３２回全国大会，１９９４年１０月
「“A Rose for Emily”の二枚の活人画―Faulknerにおけるイメージとテクスト」日
本英文学会 第６７回全国大会，１９９５年５月
「作り出された名声―フォークナーとアメリカ文学研究を考える」立教英文学会
平成８年度大会，１９９６年１２月
「＜フォークナー＞と南部・女性・作家たち（シンポジウム「William Faulkner
とアメリカ南部女性作家たち」）」日本英文学会 第６９回全国大会，１９９７年５月
「Faulknerと南部文学」シンポジウム司会・講師 日本ウィリアム・フォークナ
ー協会 第７回全国大会（関西学院大学），２００４年１０月
“William Faulkner and Postwar Japan.” William Faulkner and Mark Twain Confer-
ence at Southeast Missouri State University, October 16, 2006.
「ゴシック文学の発展とその国際性」シンポジウム講師，比較文学会 第３６回中
部支部大会（名古屋大学），２０１４年５月
「Faulknerの The Sound and the Fury と Poussinの絵画 “Et in arcadia ego” の関
係」日本アメリカ文学会 第５３回全国大会（北海学園大学），２０１４年１０月
「The Sound and the Fury の “Appendix” の歴史主義と『少女の泥の付いた下着の
尻』のセクシャリティ」日本アメリカ文学会 第５５回全国大会（ノートルダム
清心女子大学：岡山市）２０１６年１０月
［書評その他］
「William Faulkner研究・批評書誌１」『ウィリアム・フォークナー：資料・研究
・批評』１巻１号，南雲堂，１９７８年１０月
「Mississippi Quarterly : Faulkner特集号，Cleanth Brooksの新著その他」『ウィ
リアム・フォークナー：資料・研究・批評』２巻１号，南雲堂，１９７９年６月
「ウィリアム・フォークナー：現在に通底する過去」『翻訳の世界』８月号，日本
翻訳家養成センター，１９８０年８月
田中久男『ウィリアム・フォークナーの世界』『英文学研究』第７５巻第２号，日
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本英文学会，１９９８年１２月
Ed. Robert W.Hamblin and Charles A. Peek. A William Faulkner Encyclopedia.
West Port. CT:Greenwood P.. 1999.『フォークナー』第３号，松柏社，２００１年
４月
Charles Reagan Wilson, Flashes of a Southern Spirit: Meanings of the Spirit in the
U.S. South. U of Georgia P, 2011.『フォークナー』第１４号，松柏社，２０１２年４
月
xiii
